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A－152   家庭 用冷凍庫の冷却方式及ぴ'保存温戻／)食品品質に反ぼす影響について

三菱電機南品研　o 藤尾成子　横疾国大教育　渋川祥子

目的　家庭 用冷凍庫のファン式ヒ直々式について,  冷却方式の遣いが食品品質にビ■<nよ

う な影響i 与える/）か, i 化　家庭における食品り保存にit  I 恢復炭はどのくらいなり か

を解明する化めに，択のような実験を行っtc.

方法　 まず，5 種類/）食島（ 豚肉，すバ.   13うれん草, 食八乙 ホ’－ ク5/ユウフイ ）を

それぞれ，すラフラッ プビP  e  袋あうぃは了jしミ箔で包装 に 一定時間冷爽庫に放置ト て

iPaiS.を下げた後．ﾄﾞ` ﾗ.イア^ スヒエテルアルコールで急走凍結i  ,   －l8 °C/5.び－12 °C に調

≪l  化ファン式ヒ直洽式`の冷凍庫(  当社の試作櫛)  に納めた．一定期間保存後 い.りヽn ，

1 iヽ 恥　２かn,  3  ヵヽ 肌6  ヵヽ n う, 尽食品について皇量変化の抱 ，豚肉，すバ`について

はK 値（ カラムクロフト法 ）,   T B Am  ( Tu．．依 ）t ,  13うれん草についてはビカ ミツ

c 量c ヒドラジフ ま ）乱 食パツについては含恥率，硬i! 及び凝臭性（ しt ロ メーター ）

t,  ボ一クジa 7  マわt つぃては含水率を劃定 に 同時に官能試験（ 評ぶ.法 ）を お 化.

結果　ら種類の食品島般にね化って，－l≪°Cの方が－12 °Cよりも品質劣化が冲 な力ヽつ恢．

まれ, 冷却方式の遣いについては保存選度の遣いによる差ほ ﾋﾞ゙明雄ごはないiti<, 本実験 で

は 常に，ファン式川3 うが’直冷式よりも良iiヽ つ化．特に食パつ/にお いては，保存温農より

も冷却方式の皇いによる差のほうが大きかっfc ．その原因の一つは.  直冷式では食 品の上

下に温度差ができるfzめt' はないかヒ思われろ.

A －153 カフプ･ペバ シュ.が` - R）tux  とい か 馴こっいて

東北かチ短期 尺学　・A 拝裕二

け ニ瓢）

目匈　力りアり ングシュが- ＼ホ　尺阪中立工業研究附 の岡旧茂孝 氏弓によって 発明され

た。ーこの巷 は虫歯論の一つC 店われてい･§ 乱 同志oco エa- ̂。u.しMw.の分解さ受けない 二む
抑う 乞磁に なり飢 着 とし て. 尺さな反響をぷんど 。又基質i::してのう蝕 慟こ関してや、

毒性試､験も行なわn.  その効果.  か全狸も佼討されこ。我 々ぼ数徨の ねビ 僊同いてこの携

の防腐効果に ついて根討しﾉ報告し限 。第二報で"IJ 力。プリン7">  エびーがダ支の必- アミ

ラーご の匈解作間芒受けないような食品についての惑礎研究忿行召 った 。

方感、 ダ家中のアミラ ーご 念透灘しﾉ鳶安 沈置 さじ 、これ芒遠心勿離して、その沈殿物 を

透棺し て. 勝 奈夜こ:しIt 。この酵無疲 引罰い て戸φ5 ･ 4か 防・砧 ・7夕の/戮丿乙 ふ 緩 暦濠

に 巧%  のか 四 ‘゚ノングンユis ー 加 之に基質に作固さ廿　還元糖 の生成 色ふ。OS-ytuil?一乱n^
凪で則定し巴。抑 二これりの基頁に ついて官能試歌が行なロ 、食品への利 用につい て岬 討

しにこ。次に衣種のりじ 甦用い. その発育度に つい て調 べ邑。

結 果. 緩節 乍用のあ う基 質については. 卵 防り5 のものびアミ

な びっと ．官能漑:験 では フエン酸 のみの酸 ㈹こくり べ. 娘 衡賤の

フービの分解作胴さ受け
酸味はあまりよくないよ

うである。し がし 、糖 が加icり れた時には｛れ んじ 同じような酸峰（ し瓦易が多びった 。

わごの試験 で･ま培地 の邱 が変化し可゙りい 氏めび 、pぼ ～轄の培地 ではカビの増殖嵐び遅い

二c  びわ り`つた 。




